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　 1． 序

　石 膏 を
一

般 の セ メ ン ト類 と同 じ く無 機 質 の 給 合 材 と し て 複 合 材 料 の マ ト リ ッ ク ス 相 に 利 用 し よ う とす る 立 揚 か

ら実験 研 究 を行 っ て き た が P そ q）結 果 石 膏 とセ メ ン ト 類 は 基 礎 的 な 物 性 上 きわ め て 相 違 点 の 多 い こ と が 認 め られ

た 。相 反 す る 性 質 の 多 い 両 者 を組 合 せ れ ば 短 所 を 補 い 合 っ て
一

方 だ げ で は 得 られ な い よ b す ぐれ た 性 能 を 引 き 出

せ る 可 能 性 が あ り，す で に 比 軟 的 混 水 量 を 多 く 必 要 と す る タ イ プ の 石 膏 を 用 い た 場 合 に つ い て 石 膏 の 耐 水 性 セ メ

ン トの 早 強徃付 与 と い う観 点 か ら研 究 が 発 表 さ れ て い る9） 今 回 は さ ら に 研 究 を 進 め ，低 混 水 比 で 高 強 度 の 得 られ

る α 型 半 水 石 膏 と 皿型 無 水 石 膏 に普 通 ボ ル h ラ ン ドセ メ ン ト と 高炉 セ メ ン ト B 種 を 用 い た 4 種 の 組 合 せ に つ い て，

耐 水性 早 強 性 に 石 膏 の 防 食 性 セ メ ン トの 乾 燥 収 縮 防 止 とい う点 も含 め て 試 験 を 行 い 検 討 し た。

　 2．　 流 動 性 ・強 度 発 現 ・圧 縮 強 度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ロー値

　混 練 物 の 流 動 性 は 図 1 の よ う に 石 膏 と セ メ ン ト を単 味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
で 使 っ た 場 合 よ b 低 下 す る 傾 向 に あ る が ，実 用 上 大 き な

マ イ ナ ス と h う程 で は な h
。 凝 結 時 聞 は 石 膏 とセ メ ン h

を 組 合 せ た 場 合 い ず れ も早 く な b ，し た が っ て 打 設 後 数

時 間 の 単 位 で 強 度 発 現 は 早 ぐ な る が 図 2 の よ う に 材 令 1

日 で は 必 ず し も早 くな る とい え な い 。圧縮 強度 は 図 3 の

よ う に 空 中 養 生 の 場 合 普 通 ポ 珊 ラン ド セ メ ン トva　

詣 一・・一・・
e
／。 t の 硝 が 入 る と強 脚 低 下 力覡 れ ，　

ま た 皿型 無 水 石 膏 に セ メ ン トが 入 っ た場 合 は セ メ ン ト に

よ る 凝 結 促 進 効 果 で H 型 無 水 石 膏 単 味 に 比 べ 強 度 が 大 き

く な っ て h る 。 水 中 養 生 で は セ メ ン ト単 味 の 強 度 が 非 常

に 大 き い の に 比 べ 石 膏 が少量 で も入 る と 強 度 が 小 さ く両

者 の 混 合 割 貪に 関 係 な く石 膏 単 味 の 強 度 に 近 い 値 と な っ

100　90　80　　　　　60　　　　40　　　　20　　10　　0

　　 図 1　 混 水 比 4G ％ の 流動 性

圧 縮 強 度
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聴噛 鮪 で ・．こ の よ う に セ メ ン ト

．
成

？
が 多 くな

栖 警膵 生 va　｝一け る

撃
囎

即
沙 い こ．と は ・水 が

作 用 した場 合 の 強 度 を 大
．
き くす る 目的 で 石 膏 に セ メ ン ト

を併 用 す る とい う方 法 が た い して 効 果 的 で な い こ と を 示

して h る。
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　　　　 図 3　混 水 比 40 ％ の 圧 縮 強 度
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　 3． 長 さ 変 化 。流 水 中 の 溶 出

　 長 さ変 化 は 図 4 の よ うに ，空 中 養 生 で は セ メ ン ト に 少

量 の 石 膏 が 入 っ た 場 合 を除 き い ずれ の 組 合 せ で も両 者 の

混 合 比 に ほ ぼ 比 例 し て 直 線 的 に 収 縮 量 が 変 化 して い る。

水 中 養 生 で は 高 炉 セ メ ン ト B 種 と 石 膏 が 組 合 さ れ る と 異

常 に 大 き な 膨 張 を 示 し，普 通 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト に 石

膏 が 組 合 さ れ た 場 会 も混 合比 に か か わ らず か な b の 膨 張

を 示 して か 塑，実 用 上 問 題 に な る 。乾 湿 繰 返 しで は 高 炉

セ メ ン トB 種 と石 膏 を組 合 せ る と大 きな 膨張 を示 し障害

と な る。一
方 普 通 ボ ル トラ ン ドセ メ ン トに 皿 型 無 zk また

は a 型 半水 石 膏 を 組 合 せ た 場 合 は セ メ ン ト と石 膏 の 混 合

比 に か か わ らず 長 さ 変 化 が 小 さ く，セ メ ン ト単 味 で は 大

．きな収 縮 値 を示 す の に 比 べ 一見 きわ め て 良 さ そ う に とれ

る 。しか し材 令 と共 に 膨 張 す る 傾 向 を 示 し て お り特 に 普

通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン ト に 少 量 の 石 膏 を 入 れ た 場 合 は 膨

張 の 割 合 が 大 き く明 らか に 問 題 が あ b ，石 膏 の 割 合 が 多

い 場 合 で もさ ら に 長 期 の 試 験 が 必 要 で 現 在 進 行 中 で あ る。

流 水 中 の 溶 出 試 験 で は い ず れ の 組 合 せ で も セ メ ン ト を

。旱，
≧ ・・％ 骸 入 れ る こ とで 酬 紬 翫 ・ ・ と炯

能 で あ る e

　 4．　 防 食 性

　 混 練 物 の P ．H ．は 石 膏 単 昧 の 場 合凝 結 講 節剤 に よ り影 響

を 受 け る が 弱 酸 性 を 示 す もの が 多 く．セ メ ン トが 少 量 で

も入 る と強 ア ル カ リ 性 を 示 す 。 防食 性 を考 え る 場合 は 中

性 化 速 度 が 問 題 に な b ，セ メ ン トの 割 合 が 半 分 以 下 だ と

写 真 の よ うに 材 令 1 ケ 月 で 中 性 化 が 相 当進行 して い る こ

と か ら，防 食 性 付与 の た め に は セ メ ン トの 割 合 を 非 常 に

大 き く し な けれ ば な ら な い と い う こ と に
1
な る。

　 5． 結 　 論

長 さ 変 化 率
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　　 図 4 　材 令 2 ケ 月間 の 長 さ 変 化
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　　　　 高 炉 セ メ ン ト B 種 を 用 い た 場 合 は 水 分 が 作
．
用 す る と異 常 に 大 き な 膨 張 を示 す の で，高 炉 セ メ ン ト B 種 を 石 膏 と

　　　 併 用 す る の は 不 適 当 で あ る 。
α 型 半 水 石 膏 を 用 い る 場 合 は 凝 結 時 間 が 著 し く短 縮 さ れ る た め．十 分 効 果 の あ る 凝

　　　 結 調 節 剤 を 見 つ け る こ とが 当 面 の 課 題 で あ る。今 回 選 ん だ 組 合 せ の う ち で は 皿型 無 水 石 膏 と普通 ボ ル ト ラ ン ドセ

．．一．．．一　　 メ ン ト の 併 用 が 有 望 で ，セ メ ン ト の 量 が 少 い 程 乾 燥 収 縮 が 小 さ い こ とか ら流 水 中 の 溶 出 を teさ え られ る 下 限 値 の

　 　 　 　20 ％ 程 度 の 普 通 ボ ル ト ラ ン ドセ メ ン ト を 皿 型 無 水 石 膏 に 入 れ ，定 期 的 に 乾 燥 出 来 る 状 態 で 用 い 防 食 性 は 他 の 方 法

　　　 で 解 決 す る こ とに な る で あ ろ う。乾 湿 繰 返 し の 長 さ 変 化 や 流 水 中 の 溶 出 な ど は っ き bす る ま で に は 長 期 間 の 試 験

　　　 を ま た ね ば な らな い が ．実 用 上 石 膏 セ メ ン ト コ ン ポ ジ ッ ト   可 能 性 は 大 い に あ る 。な お 詳 しい 試 験 結 果 に つ い て

　　　 は 3）を 参 照 。
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